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子
ど
も
会
指
導
・
育
成
に
貢
献

月

日
、東
京
都
に
て
、小
川
誠
さ
ん

笑
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、

全
国
子
ど
も
会
連

合
会
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

年
以
上
に
わ
た
り
子
ど
も
会
活
動
に
従
事
、

指
導
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
事
を
た
た
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、小
川
さ
ん
は

こ

れ
を
機
に
、感
性
豊
か
な
子
ど
も
を
育
む
た

め
の
実
践
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
、地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
、決
意
新
た
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

津
波
警
報
発
令
？

月

日
、
東
野
小
学
校
に
て
、
地
震
火

災
津
波
対
応
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
震
の
直
後
に
火
災

が
発
生
、
運
動
場
へ
避
難
し
た
後
に
津
波
警

報
が
出
さ
れ
、
高
い
場
所
（
旧
中
学
校
敷
地
）

に
避
難
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

大
崎
上
島
を
走
る

月

日
、
第

回
木
江
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
が
、

月

日
に
は
第

回
東
野
健
康

駅
伝
大
会
が
、

月

日
に
は
第

回
大
崎

駅
伝
大
会
と
、
町
内
を
ラ
ン
ナ
ー
が
元
気
に

駆
け
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
な
津
波
を
想
定
し
て
の
訓
練

は
初
め
て
の
試
み
で
、
避
難
経
路
の
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
な
避
難
行
動
を
と
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
消
火
器
を
使
っ
て
の
訓
練
も
行
い

ま
し
た
。

警報発令から 分、速やかに避難するこ
とができました。

消防職員の方に 児童の動きが
とてもよい とほめられていま
した。

上 天満港桟橋付近にて
下右 東野小学校前にて
下左 大崎上島文化センター前にて

第 回 すみれ祭り 開催

月 日・ 日の 日間、第 回大
崎上島産業際フェスティバル すみれ
祭り が開催されました。
今年は雪まじりの天候でしたが、ビ
ンゴ大会などのイベントや、多数の出
店もあり、大勢の人で賑わいました。

上

大
崎
海
星
高
校
ソ
ー
ラ
ン

部
・
上
島
ソ
ー
ラ
ン
会
踊
り

左

庄
原
産
直
市



北
広
島
町
と
ス
キ
ー
交
流

大
崎
小
・
東
野
小

月

日
・

日
の

日
間
、
北
広
島
町

と
の
ス
キ
ー
交
流
会
。
東
野
小
学
校
・
大
崎

小
学
校
の
五
年
生

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
楽
し
み
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も

雪
。
北
広
島
町
の
積
雪
情
報
を
見
て
、

雪
が
い
っ
ぱ
い
で
、
ス
キ
ー
場
も
バ
ッ
チ

リ
だ
っ
て
。
と
出
発
前
か
ら
期
待
は
高
ま

る
ば
か
り
。

バ
ス
が
北
広
島
町
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

窓
の
外
の
景
色
が
変
わ
り
、
降
っ
て
く
る
雪

も
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
わ
あ
ー

雪
じ
ゃ
、
す
ご
い
。

屋
根
に
つ
ら
ら
が
下

が
っ
て
る
。
と
大
は
し
ゃ
ぎ
す
る
子
ど
も
達
。

大
朝
は
本
当
に
白
一
色
の
雪
景
色
で
し
た
。

こ
の
日
の
北
広
島
町
は

大
雪
警
報
。
細

心
の
注
意
で
安
全
運
転
し
て
く
だ
さ
っ
た
運

転
手
さ
ん
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

無
事
到
着
し
早
速
雪
遊
び
。
雪
に
う
も
れ

な
が
ら
の
雪
合
戦
や
雪
だ
る
ま
作
り
、
び

し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
て
も
大
満
足
の
笑
顔
で
し

た
。
大
朝
小
学
校
・
新
庄
小
学
校
と
の
交
流

会
で
は
、
学
校
紹
介
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
親
交

を
深
め
、
神
楽

八
岐
大
蛇

鑑
賞
で
迫
力

あ
る
演
技
に
圧
倒
さ
れ
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

う
ち
に
就
寝
。

日
目
の
ス
キ
ー
に
備
え
ま

し
た
。

ス
キ
ー
は
初
心
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
最
初

は
ス
キ
ー
板
を
動
か
す
の
も
大
変
。
あ
ち
こ

ち
で
転
倒
続
出
で
し
た
が
、
懸
命
な
練
習
の

結
果
、
最
後
に
は
か
っ
こ
よ
く
斜
面
を
滑
り

降
り
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
や
り
遂
げ
た
達
成
感
と
満
足
感
。

島
と
は
違

う
生
活
・
文

化
に
触
れ
、

貴
重
な
体
験

が
で
き
た

日
間
で
し
た
。

シ
ト
ラ
ス
か
み
じ
ま
ハ
ウ
ス
建
設
完
了

高
収
益
柑
橘
営
農
本
格
ス
タ
ー
ト

農
事
組
合
法
人
シ
ト
ラ
ス
か
み
じ
ま
（
松

岡
光
志
組
合
長
、
構
成
戸
数

戸
）
は
、
全

国
で
も
珍
し
い
柑
橘
を
主
体
と
し
た
集
落
法

人
と
し
て
、
平
成

年
度
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。主

に
、
高
収
益
柑
橘
で
あ
る

せ
と
か
、

レ
モ
ン

等
を
中
心
に

栽
培
、
シ
ト

ラ
ス
と
言
う

名
称
の
如
く
、

柑
橘
に
よ
る

大
崎
上
島
町

の
ブ
ラ
ン
ド

力
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い

ま
す
。

昨
年
の

月
に
は
、
町
の
補
助
に
よ
り
、

当
初
よ
り
悲
願
で
あ
っ
た
ハ
ウ
ス
の
建
設

（
原
田
別
所
地
区
）も
完
了
し
、

千
本
余
り

の

せ
と
か
、
レ
モ
ン
、
安
芸
ま
り
ん
、

津
之
輝

の
苗
木
へ
、
暖
房
機
に
よ
る
加

温
も
始
ま
り
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
の
中
で
、
苗
木
は
順
調
に
成
長
、

今
年
の

月
に
は

レ
モ
ン

の
収
穫
も
ス

タ
ー
ト
す
る
見
込
み
で
す
。

シ
ト
ラ
ス
か
み
じ
ま
に
は
、
経
験
豊
富
な

農
家
の
ほ
か
、
新
規
就
農
者
と
し
て
、
農
業

青
年

名
が
入
植
、
将
来
の
農
業
の
担
い
手

と
な
る
べ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

名
の
若

手
は
、
全
員

タ
ー
ン
及
び

タ
ー
ン
者
で
、

柑
橘
は
未
収
益
期
間
が
長
く
て
苦
労
は
多

い
で
す
が
、
い
い
柑
橘
を
栽
培
し
て
、
販
路

を
拡
大
、
日
本
全
国
に
シ
ト
ラ
ス
か
み
じ
ま

の
ブ
ラ
ン
ド
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
き
た
い
。

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

圃場別ハウス面積

品 種 面 積 苗木本数

せ と か 本

レ モ ン 本

安芸まりん 本

津 之 輝 本

計 本

品 種 面 積 苗木本数

せ と か

レ モ ン

安芸まりん

津 之 輝

計

せとかの枝釣り作業をする新規就農者 名



利
用
が
多
い
便
は
、
第

便
（
明
石
港

時

分
発
）
で
あ
り
、
そ
の
他
も
午
前
中
の
ご

利
用
が
多
い
結
果
で
し
た
。

利
用
者
は
徐
々
に
増
加

実
験
バ
ス
の
利
用
者
数
の
変
化
を
み
る
と
、

日
数
の
経
過
に
伴
い
、
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
月

別
の
利
用
者
数
を
集
計
す
る
と
、
例
年
バ
ス

利
用
が
低
迷
す
る

月
を
除
く
と
、

月
か

ら

月
に
か
け
て
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
よ
り
、
今
回
の
実
験
バ
ス
は
、

運
行
開
始
後
に
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
が

徐
々
に
浸
透
し
て
い
き
、
結
果
と
し
て
利
用

者
が
段
々
増
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

徐

お
と
姫
バ
ス
実
験
運
行
の
利
用
者
数

お
と
姫
バ
ス
の
実
験
運
行
（
以
下
、
実
験

バ
ス
）
の
利
用
者
数
は
、
運
行
し
て
い
た
約

ヶ
月
間
で
延
べ

人
で
し
た
。

こ
の
数
値
を

日
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
平

均
約

人
、
ま
た
便
あ
た
り
に
換
算
す
る
と

平
均

・

人
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
お
お

む
ね

人
程
度
の
方
が
、

回
の
運
行
で
利

用
さ
れ
た
計
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
平
均
的
な
状
況
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
は
運
行
時
間
に
よ

り
利
用
者
数
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
も

バ

験

数

急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
本
町

で
は
、
自
家
用
車
に
頼
ら
な
く
て
も
日
常
生

活
が
営
め
る
よ
う
公
共
交
通
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
大
き
な
課

題
で
す
。
島
内
バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

は
、
平
成

年
度
は
公
益
社
団
法
人
日
本
バ

ス
協
会
の
補
助
金
を
活
用
し
て
様
々
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。（
左
囲
み
）

そ
の
一
つ
と
し
て
昨
年

月

日
か
ら

か
月
間
、
お
と
姫
バ
ス
の
実
験
運
行
を
行
い

ま
し
た
。
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
乗

車
実
績
や
関
連
調
査
結
果
を
も
と
に
検
討
し

た
結
果
、
本
格
運
行
を
断
念
い
た
し
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
実
験
結
果
を
中
心
に
利
用
状
況

や
わ
か
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
と
姫
バ
ス
の
実
験
運
行
の
結
果
に
つ
い
て

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会（
事
務
局

大
崎
上
島
町
企
画
振
興
課
）

利
用
さ
れ
た
方
の
声

実
験
バ
ス
利
用
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
利
用
者
の

割
は
、

歳
代
以

上
の
女
性
で
し
た
。

【
利
用
の
目
的
】

利
用
者
の
約
半
数
が
通
院
で
活
用
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
他
で
は
趣
味
や
買
い
物
な
ど
、

日
常
生
活
の
移
動
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
利
用
の
頻
度
】

週
に

回
以
上
ご
利
用
に
な
る
利
用
者
が

全
体
の

割
以
上
で
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

比
較
的
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
実
験
運
行
バ
ス
の
満
足
度
】

実
験
運
行
バ
ス
の
満
足
度
を
聞
く
と
、
全

て
の
方
が

満
足

し
て
い
る
と
回
答
さ
れ
、

そ
の
内

と
て
も
満
足

と
高
い
評
価
を
さ

れ
た
方
が
約

割
で
し
た
。

おと姫バスの実験運行

運行期間 年 月 年 月

運行曜日 月 金（平日のみ運行）

運行本数 日 便

運賃 円（従来のおと姫バスと同様）

バスの乗り方教室・ニーズ調査
乗り継ぎ時刻表（ポスター）作成
しまナビの実験整備
地域公共交通マスター制度の検討
バスガイドブックの作成（右図）

おと姫バスの実験運行

運行期間 年 月 年 月

運行曜日 月 金（平日のみ運行）

運行本数 日 便

運賃 円（従来のおと姫バスと同様）

バスの乗り方教室・ニーズ調査
乗り継ぎ時刻表（ポスター）作成
しまナビの実験整備
地域公共交通マスター制度の検討
バスガイドブックの作成（右図）

運行期間 年 月 年 月

運行曜日 月 金（平日のみ運行）

運行本数 日 便

運賃 円（従来のおと姫バスと同様）

実験運行として走行した
おと姫バス

おと姫バスの実験運行の
月別利用者数

昨年度の公共交通活性化に係る取組み

利用の頻度 利用の目的

実験運行バスの満足度



【
実
験
運
行
バ
ス
開
始
前
の
移
動
手
段
】

実
験
運
行
の
開
始
前
の
移
動
手
段
で
は
、

全
体
の
約

割
が

路
線
バ
ス
、
ま
た
約

割
が

他
の
お
と
姫
バ
ス

と
い
う
結
果

で
し
た
。

他
の
バ
ス
利
用
者
は
減
少

実
験
バ
ス
の
開
始
に
伴
い
、
路
線
バ
ス
や
、

そ
の
他
の
お
と
姫
バ
ス
の
利
用
者
は
減
少
し

ま
し
た
。

特
に
路
線
バ
ス
の
利
用
者
数
は
、
通
学
児

童
・
生
徒
が
大
半
を
占
め
る

定
期
利
用

を
除
く
と
、
実
証
運
行
の
期
間
中
（

月

月
の

ヶ
月
間
）、
昨
年
度
か
ら
約

人
減
少
し
て
い
ま
す
。

バ

減
少

本
格
運
行
へ
の
移
行
断
念
の
理
由

今
回
の
実
験
運
行
の
結
果
か
ら
、
明
石
港

島
北
部
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
バ
ス
導
入
は
、

一
定
の
利
用
者
の
あ
る
こ
と
、
ま
た
利
用
者

の
満
足
度
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
次
の
理
由
か
ら
本
格
運
行
へ
の
移

行
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

実
験
バ
ス
の
利
用
者
の
過
半
数
が
民
間
バ

ス
か
ら
の
移
行
で
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
か
ら

の
移
行
な
ど
新
た
な
バ
ス
利
用
者
は
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
格
運
行
に
よ
り
民

間
事
業
が
圧
迫
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
実
験
は
、
短
期
間
で
あ
っ
た
の
で

お
と
姫
バ
ス
の
予
備
車
を
利
用
し
、
乗
務

員
は
代
替
職
員
で
運
行
し
た
。
運
行
委
託

費
は

か
月
間
で

万
円
で
あ
り
、

本
格
実
施
の
場
合
は
、
さ
ら
に
新
た
な
車

両
の
購
入
、
常
勤
の
乗
務
員
の
増
員
が
必

要
で
あ
る
。
対
し
て
実
験
バ
ス
の
運
賃
収

入
は

万
円
で
あ
り
、
当
初
の
見
込
み
よ

り
も
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
。

現
行
の
国
や
県
の
補
助
制
度
で
は
、
今
回

の
実
験
ル
ー
ト
の
本
格
運
行
に
活
用
で
き

る
補
助
金
が
な
い
。

今
回
の
実
験
バ
ス
は
、
新
た
な
バ
ス
利
用

を
誘
発
し
、
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
た
も
の
で
し
た
が
、
民
間
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
す
る
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
本
格
実

施
は
困
難
と
判
断
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
実

験
運
行
バ
ス
の
ル
ー
ト
は
地
域
ニ
ー
ズ
の
高

い
経
路
で
あ
り
、
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
と
合
わ

せ
た
時
間
に
利
用
が
多
い
な
ど
の
結
果
は
、

今
後
、
全
体
的
な
交
通
体
系
の
再
編
検
討
の

際
に
活
か
し
ま
す
。

格

そ
の
他
の
取
組
み
に
つ
い
て

身
近
に
公
共
交
通
の
相
談
窓
口
と
な
る
人

が
い
た
ら
、
バ
ス
や
船
を
利
用
し
や
す
く
な

る
の
で
は
と
考
え
、
地
域
交
通
マ
ス
タ
ー

制
度

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
個
人
の
活

動
に
合
わ
せ
た
マ
イ
時
刻
表
づ
く
り
の
お
手

伝
い
や
、
利
用
者
の
ご
意
見
を
町
へ
届
け
る

な
ど
が
、
マ
ス
タ
ー
の
主
な
役
割
で
す
。
今

年
度
中
の
具
体
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
意
見
公
募
し
た

お
と

姫
バ
ス
の
バ
ス
停
時
刻
表
の
更
新

に
関
し

て
も
、
今
年
度
上
旬
に
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

へ
一
新
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
利
用
促
進

昨
年
度
、
各
地
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
乗

り
方
教
室
や
聞
き
取
り
を
行
っ
た
際
、
公
共

交
通
に
関
し
て
、
ご
意
見
や
要
望
な
ど
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
お
答
え
で
き
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
事
業
者
さ
ん
に
お
伝
え
す
べ

き
も
の
、
事
業
者
と
町
と
が
共
に
考
え
る
べ

き
も
の
な
ど
様
々
で
す
。
中
で
も
、
説
明
や

情
報
提
供
の
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。

生
活
を
支
え
る
交
通
に
関
し
て
、
国
や
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
維
持
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
長
く
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
事
業
の
効
率
化
と
利
用
促
進
を
合

わ
せ
て
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
も
、
情
報
提
供
と
ご
意
見
の
聞
き
取

り
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
実
験
運
行

等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
持
続
で
き
る
公
共
交

通
体
系
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

企
画
振
興
課

お
答
え
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
の
聞
き
取
り
し
た
声

の
中
か
ら
、
さ
ん
よ
う
バ
ス

の
土
井
俊

斎
社
長
に
聞
き
ま
し
た
。

問

日
中
、
路
線
バ
ス
が
空
で
走
っ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
バ
ス
で
運
行
し
た
方
が

よ
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答

乗
合
バ
ス
や
貸
切
バ
ス
の
運
行
に

は
、
運
輸
局
へ
車
両
の
登
録
・
届
出
が
必

要
で
す
。
貸
切
バ
ス
を
路
線
バ
ス
と
し
て

運
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、

予
備
車

台
を
含
む

台
を
乗
合
バ
ス
と

し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
朝
夕
は
大
崎
上

島
中
学
校
、
東
野
小
学
校
、
大
崎
海
星
高

校
通
学
の
た
め
、
定
員

人
以
上
の
車
両

が
必
要
で
す
。
日
中
は
利
用
者
が
少
な
い

も
の
の
、
そ
の
た
め
に
小
型
車
を
導
入
す

る
と
な
る
と
、
車
両
購
入
費
・
自
動
車

税
・
車
両
保
険
の
ほ
か
車
検
修
理
費
等
維

持
費
が
か
か
り
不
効
率
だ
と
考
え
ま
す
。

問

今
の
ル
ー
ト
（
右
回
り
左
回
り
）

に
変
わ
っ
た
理
由
は
？

答

木
江
宇
浜
地
区
道
路
改
修
工
事
終

了
に
伴
い

台
運
行
を

台
に
変
更
す
る

と
と
も
に
、
中
学
校
統
合
に
伴
っ
て
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
路
線
バ
ス
に
導
入
し
ま
し

た
。
こ
の
合
理
化
と
収
入
増
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
の

往
復
運
行
を

往
復
に
増
便

し
ま
し
た
。
ま
た
神
峰
山
を
背
に
し
て
右

回
り
と
左
回
り
の
循
環
線
に
す
る
こ
と
で
、

ど
こ
で
乗
っ
て
も
目
的
地
に
着
け
る
わ
か

り
や
す
い
運
行
と
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
向
上
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

問答問答

実験運行バス開始前の
移動手段

路線バス（定期利用除く）の
利用者数
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月 日、早春の好天に恵まれ卒業証書・修了証書授
与式を行いました。電子制御工学科 名、流通情報工学
科 名及び専攻科産業シ
ステム工学専攻 名が保
護者、在校生、来賓の方々
の祝福のなか、就職・進
学等それぞれの将来に向
かい旅立っていきました。
なお、式に先立ち学業
や課外活動などの分野で
顕著な功績があった学生
の表彰も行われました。

【学外からの表彰】
電気・情報関連学会表彰
今川 敬太 （電子制御工学科）
大政 あいみ（流通情報工学科）

日本物流学会表彰
行友 多喜（流通情報工学科）

卒業・修了証書授与式を行いました

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土青銭大名 東郷 隆

猫弁 大山 淳子

百姓が地球を救う 木村 秋則

脳と心の整理術 茂木健一郎

クロス・ファイヤー 柴田よしき

恋都の狐さん 北 夏輝

柳生黙示録 荒山 徹

花酔ひ 村山 由佳

休休

ひまわり会
絵本のよみかたり

絵本
きょうはみんなで

くまがりだ
大型絵本
へんしんトンネル 開館時間

大崎上島文化センターホール 神峰 にて、卒業研究
発表会を開催しました。
第 学年が リサーチ
（総合的な学習の時間）
で、 年間をかけて調
査・研究してきた成果を
発表しました。

卒業研究発表会［ 月 日］

広島市近郊の小学生が広島丸を見学に来ました
月 日、広島市近郊

の子供たちが広島丸を見
学に来ました。来船した
のは“ちゅーピー本格体
験 科学号 ”の 名（引
率 名）で、船内見学を
行ったのち、ロープワー
ク体験をしました。
参加した子供たちは、初めて見る操舵室や機関室など
の設備に好奇心一杯で、案内した乗組員に質問攻めをし

ていました。
また、キッズサイズに作
られた船長の制服を着せて
もらい、思わず サインも
出るなど約 時間の見学を
満喫していました。

第 学年修学旅行［ 月 日 日］

第 回卒業証書授与式［ 月 日］

北海道ニセコアンヌプリ国際スキー場にて、 泊 日
のスキー実習を行い
ました。初めてス
キーを体験する生徒
もいましたが、基礎
練習を積み重ね、次
の日には、驚くほど
上達していました。

本年度は 名が本校から卒業しました。本校の総合学
科最後の卒業生です。卒業証書は校長より一人一人に手
渡されました。卒業生は 年間の学校生活を振り返り、
充実した表情で本校
を巣立っていきまし
た。
それぞれの進路先
における活躍を祈っ
ています。卒業おめ
でとう！

系 列 発 表 テ ー マ

情 報 静止画と動画

理 数 重ね合わせた本どうしの摩擦力に関する研究

生 活 ダイエットについて

工 業 ものづくり

人 文 コミュニケーション

系 列 発 表 テ ー マ

情 報

理 数

生 活

工 業

人 文

大大崎崎上上島島のの郷郷土土をを愛愛すするる子子どどももをを育育ててるる



平
成

年
度
【
第

回
定
例
会
議
】

月

日

議

事

日
程
第

議
案

平
成

年
大
崎
上
島
町
議
会

月
定
例
会

に
提
案
さ
れ
る
教
育
委
員
会
関
係
の
議
案

に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

日
程
第

議
案

大
崎
上
島
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

日
程
第

議
案

大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則（
案
）

に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
第

議
案

平
成

年
度
教
育
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
第

協
議

町
立
幼
稚
園
再
編
に
つ
い
て
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

日
程
第

協
議

木
江
幼
稚
園

歳
児
ク
ラ
ス
の
閉
級
に
つ
い

て
今
後
の
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
他

懸
案
事
項
に
つ
い
て

高
校
入
試
状
況
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

行
事
日
程
（
卒
業
式
・
入
学
式
）
に
つ
い

て
調
整
し
ま
し
た
。

平成 年度大崎上島町教育推進プラン平成 年度大崎上島町教育推進プラン

目標とする子ども像
・郷土に対する誇りを持ち、大崎上島を担う子ども
・分からないことを進んで問う子ども
・できないことに進んで挑戦する子ども
・最後まであきらめず、きちんとやり遂げる子ども
・自らの考えを持ち、はっきりと述べる子ども
・ルールやマナーを守り、誠実に行動できる子ども

目標達成に向けた教育ビジョン
大崎上島の将来を担う子どもたちの人間力を育成
するために、中・長期的な視点を持って、特色ある
教育を推進する。
そのための基本として、次のことを重点とする。

就学前教育の充実
人間形成の基礎を育む。
確かな学力の育成
学力調査等において、全国・県平均を上回ることが
できる。
自らの考えを持ち、はっきりと表現できる。
・基礎的・基本的な知識、技能を確実に習得させ、
活用する。
・思考力・判断力・表現力を育む。
・学ぶ意欲を高める。
豊かな心の育成
学校や社会のルールやマナーを理解し、誠実な行動
ができる。
思いやりの心を持ち、友だちを大切にできる。
・規範意識を身につける。
・生徒指導の推進
・体験活動と道徳教育等の充実・推進

・郷土に対する誇りを持ち、大崎上島を担う子ども
・分からないことを進んで問う子ども
・できないことに進んで挑戦する子ども
・最後まであきらめず、きちんとやり遂げる子ども
・自らの考えを持ち、はっきりと述べる子ども
・ルールやマナーを守り、誠実に行動できる子ども

健やかな体の育成
体力の向上と健康で安全なくらしができる。
・体育・健康に関する指導の充実
・規則正しい生活習慣の推進
・食育の充実
・部活動の充実
信頼される学校
地域とともに学校づくりを推進する。
・校長を中心とした学校経営体制の確立。
・教職員の資質向上
・地域とともに学校を創る。
・危機管理体制の確立
教育環境の充実
子どもたちが学習しやすい環境に整える。
・幼・小・中連携教育の推進。

・学校の環境整備。
・教育相談体制の充実。

大崎上島町すべての学校（園）が、

・大きな声であいさつができること、
・はっきり返事ができること、
・だれとでも仲よくすること、

を徹底していく。

大崎上島町すべての学校（園）が、

・大きな声であいさつができること、
・はっきり返事ができること、
・だれとでも仲よくすること、

を徹底していく。

大崎上島の子どもは、大崎上島で育てる

大崎上島の将来を担う たくましく生きる子どもの育成
大崎上島の郷土を愛する子どもを育てる大崎上島の郷土を愛する子どもを育てる



私はアリゾナに住んでいたときに冬はあまりきらいで
はありませんでした。砂漠の冬も夜と朝は大崎上島のよ
うな寒さになりますが、私はいつも車で通勤していたし、
家も職場もセントラルヒーティングという、ひとつのボ
イラーとその配管で建物全体を暖かくする装置がついて
いたので特に不満はありませんでした。しかし、今年の
冬私は毎日原付で通勤しているし、家にも職場にも暖房
がない部屋があるので私は初めて冬の本当の寒さを経験
しました。家に帰ってからすぐに暖房やこたつをつける
のですが、残念ながら私の寝室には暖房がないので毎晩
寝る時に山のような量の毛布を敷いて早く布団に入るよ
うにしています。冬に原付に乗る時は体を風から守らな
ければなりません。私は皮のジャケットや保温効果のあ
る下着を着ただけではなく、厚い手袋、ネックウォーマー、
バイク用のフェイスマ
スクも使いました。冷
たい風に加えて凍って
いる道路にも気を付け
なければなりません。
一度私は凍っていた道
路で滑って転んでしま
いました。 キロしか
出ていませんでしたが
とっても怖かったで
す！怪我をしなくてよ
かったのですが、スー
ツが破れてしまいまし
た。

早く春や夏になって道路が凍らなくなったり部屋の中
が暖かくなるのを楽しみにしていますが、暖かい季節に
は心配なこともあります。さてそれはなんでしょう？ヒ
ントは…私は 本以上足のある速く走ることができるも
のは好きではありません。そうです！暖かい季節は蜘蛛
やムカデの季節ですよね。多分この世界で私が一番怖い
ものは蜘蛛です。自分でもなぜだか分かりませんが蜘蛛
を見ると私は女の子のような叫び声をあげてしまいます。
恥ずかしいです！それに、大崎上島には手と同じような
サイズの蜘蛛がいて、よく家の中に入ってきます。全然
楽しくないです。その時にアヤコがいたら私を助けてく
れるのですが、私は一人でいる時に自分で戦わなくては
いけません。大きい蜘蛛だけではなく、怪獣のようなム
カデもいます。昨年私は セ
ンチのムカデを見つけました。
今年私は昨年のより長いムカ
デが現れないといいなぁ…と
思っています。

…

…

冬の寒さ、夏の怪物
パトリック・マーフィー

す
み
れ
祭
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。



人
権
の
花

が

月
に
開
花
し
ま
し
た
。

昨
年

月
に

人
権
の
花
運
動

と
し
て
、

大
崎
上
島
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
が

校
の

小
学
一
年
生
に
届
け
て
い
た
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の

花
が
、
教
室
に
色
と
り
ど
り
に
咲
き
ま
し
た
。

木
江
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
の
俳
句
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
次

に
、
人
権
擁
護
委
員
が
紙
芝
居
を
し

ヒ
ヤ

シ
ン
ス
に
も
命
が
あ
る
ね
。
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を

大
事
に
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
…
ヒ
ヤ

シ
ン
ス
も
早
く
咲
く
球
根
も
あ
れ
ば
ゆ
っ
く

り
咲
く
球
根
も
あ
る
よ
う
に
、
人
に
よ
っ
て

得
意
な
こ
と
苦
手
な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
や

で
き
な
い
こ
と
な
ど
違
い
が
あ
る
か
ら
、
違

い
を
認
め
て
友
達
や
命
を
大
切
に
し
て
ね
。

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
ね
。
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
着
ぐ
る
み
の
あ
ゆ
み

ち
ゃ
ん
が
登
場
し
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん
さ
ん
へ

す
え
田

ひ
い
ろ

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
か
み
し
ば
い
を
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
フ
ァ
イ
ル
と
手
づ

く
り
の
し
お
り
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
ラ

ン
ド
セ
ル
に
つ
け
て
い
ま
す
。

お
と
も
だ
ち
を
大
じ
に
し
ま
す
。
か

ぞ
く
を
大
じ
に
し
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
大
じ
に
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
と
は

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
の
中
で
基

本
的
人
権
が
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
見

守
り
、
人
権
を
擁
護
す
る
任
務
を
も
っ
て
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。
皆

さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
る
と
、
調
査
を
行
い

関
係
機
関
に
勧
告
す
る
な
ど
、
救
済
の
た
め

の
手
助
け
を
行
い
ま
す
。
人
権
の
花

運

動
と
し
て
小
学
一
年
生
を
対
象
に
、
小
学
校

に
出
向
き
、
紙
芝
居
な
ど
を
利
用
し
、
思
い

や
り
や
命
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
週
間
期
間
中
に
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
や
、
す
み
れ
祭

り
に
て
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん
さ
ん
へ

す
え
田

ひ
い
ろ

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
か
み
し
ば
い
を
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
フ
ァ
イ
ル
と
手
づ

く
り
の
し
お
り
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
ラ

ン
ド
セ
ル
に
つ
け
て
い
ま
す
。

お
と
も
だ
ち
を
大
じ
に
し
ま
す
。
か

ぞ
く
を
大
じ
に
し
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
大
じ
に
し
ま
す
。

平
成

年
度
の
登
記
相
談
所

人
権
相
談
所
開
設
日
の
お
知
ら
せ

次
の
日
程
で
、
東
広
島
法
務
局
職
員
が

登
記
相
談（
相
続
・
贈
与
な
ど
の
手
続
き
）

を
、
ま
た
大
崎
上
島
人
権
擁
護
委
員
が
人

権
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

平
成

年

月

日

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

楽
屋

月

日

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室
・
保
健
指
導
室

月

日

大
崎
上
島
町
役
場

木
江
支
所

階
会
議
室

月

日

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室
・
保
健
指
導
室

平
成

年

月

日

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

楽
屋

月

日

東
野
文
化
セ
ン
タ
ー

階
大
ホ
ー
ル
・
和
室

受
付
時
間
は

時

時
・

時

時

で
す
。

人
権
の
視
点

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

咲
か
せ
よ
う
人
権
の
花

問
住
民
課
住
民
人
権
対
策
係

人
権
の
視
点

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

咲
か
せ
よ
う
人
権
の
花

問
住
民
課
住
民
人
権
対
策
係

問



らんどは、大崎上島町の障害者相談支援事業所です。
この島（アイランド）で暮らす方が自分らしく、いきい
きとした生活を送るためのお手伝いをしています。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。
相談方法として、電話相談・来所相談・訪問相談があり
ますので、お気軽にご相談ください。

サポートファイルを活用しましょう。
サポートファイルとは、障がいのある人や支援の
必要な人が、生涯にわたり、安全で安心な生活を送
ること、教育を始めとした一貫した支援を受けられ
ることを願って作成された記録ノートです。

らんどでは、一人で書くのは不安な方、項目
の意味がわかりにくくて書くのがおっくう…など、
書き方のお手伝いもしています。
一緒に書き、一緒に活用していきましょう。
らんどは今後も、大崎上島町と一緒にサポー

トファイルの活用のための取り組みを行っていきま
す。

また、自立生活のお手伝いとして、奇数月の最終日曜
日に料理教室を開催しています。
料理が苦手な人・作ったことのない人も大歓迎です。
障害者手帳のある・なしは問いません、どなたでも、お
気軽に参加してください。
調理を手伝ってくださるボランティアさんも募集中。

精神障がいを持つ家族どうしの集まりを行っています。
障がいについての話し合いや勉強会をしています。

相 談 先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど （担当 底押）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

サポートファイルを活用しましょう。
サポートファイルとは、障がいのある人や支援の
必要な人が、生涯にわたり、安全で安心な生活を送
ること、教育を始めとした一貫した支援を受けられ
ることを願って作成された記録ノートです。

らんどでは、一人で書くのは不安な方、項目
の意味がわかりにくくて書くのがおっくう…など、
書き方のお手伝いもしています。
一緒に書き、一緒に活用していきましょう。
らんどは今後も、大崎上島町と一緒にサポー

トファイルの活用のための取り組みを行っていきま
す。

今回は痔のお話です。排便をした時にお尻が痛む、お
尻を拭くとトイレットペーパーに血液が付着する、便器
に血液が付くなどの症状で困っている方はおられません
か。これらの症状のある方は痔の病気が疑われます。し
かしこのような症状があった時にどこの科にかかればよ
いのだろうかと迷われている方も多いと思います。この
ような症状がある方はまず外科または肛門科の受診をお
勧めします。診察ではまずお尻から指を入れて肛門を調
べる直腸診と肛門を広げる器具を使って肛門の中を直接
観察する肛門鏡という検査を行います。痔には常におし
りのしこりとして触れる肛門の外にある外痔核とお腹に
力を入れた時や排便をするとでてくるような肛門の中に
ある内痔核があり
ます。仮に検査で
痔が認められたと
しましても大腸の
奥のほうに病気が
潜んでいることも
ありますので大腸
カメラも同時にお
勧めしています。
外痔核は突然激しい痛みと腫れがでてくることがあり、
この時には基本的に手術が必要になります。内痔核が認
められましたら痔の大きさ、数、腫れの程度、出血、肛
門からの脱出の程度により治療法を考えます。便秘の方
は排便によって痔がこすれることでさらに腫れが増大し
ますので、まずは便秘を解消して頂くために下剤が必要
です。そして痔の腫れや痛みを抑える薬として内服薬ま
たは直接患部に使用する外用薬を使用します。薬が効か
ない方や症状が残る方、肛門から常に痔が脱出している
方などは手術も検討されて良いかと思われますのでご相
談下さい。

お し り ？

県立安芸津病院 外科部長 西本 直樹

相談受付時間

翌朝局番なしの

小児救急電話相談を活用下さい

子どもが、夜間急病になったとき、どうしたらよ
いか、病院の診察を受けたほうがよいのか判断に
迷った時、電話による相談ができます。



特定健診 がん検診の申込受付中です

エネルギー 、
たん白質 、
脂質 、塩分

材 料 分量（ 人分）

チキンピカタ
鶏むね肉
塩 小さじ こしょう 少々
小麦粉 小さじ 卵 個 粉チーズ 小さじ
サラダ油 小さじ

カレーソース
人参 本 玉ねぎ 個 ピーマン 個
しめじ パック エリンギ パック
サラダ油 小さじ カレールウ
スキムミルク 小さじ 水 カップ

心地よい春風が吹き、やわらかな日ざしを感じる 月。
多くの人にとって新しい始まりの時期です。環境も変わ
り、体調不良やストレスを受けやすい時期、飲み過ぎ、
食べ過ぎにストレスが加わり、生活習慣が乱れがちにな
るので注意しましょう。
そこで今回は、牛肉や豚肉に比べ、カロリーもお値段
も控えめの鶏むね肉を使ったヘルシーな肉料理の紹介し
ます。良いことずくめのようですが、鶏むね肉は脂肪が
少ないため、そのままで使うと身が固くなり、パサパサ
になりがちです。衣をつけて焼き、カレーソースをかけ
ることでふんわりとした仕上がりにしました。

作り方

）チキンピカタを作る
鶏むね肉は つにそぎ切りにし、塩・こしょうを

しておく。
に の食材を混ぜ合わせる。
フライパンにサラダ油を熱し、 を焼く。

）カレーソースを作る。
人参、玉ねぎ、ピーマンはせん切りにする。
しめじ、エリンギは石つきを取り、さいて炒める。
鶏肉を焼いたフライパンにサラダ油を入れ、玉ね
ぎ、人参、しめじ、エリンギの順に炒める。
水に溶いたスキムミルク液とカレールウを加え、
煮込み、最後にピーマンを加える。

）お皿に焼いたチキンピカタを盛り、カレーソースを
かける。

チキンでヘルシーに

チキンピカタの
カレーソースかけ
チキンピカタの
カレーソースかけ

平成 年度以降、別々に実施してい
た特定健診とがん検診を今年度から同
時実施します。

平成 年度実施予定日

月 日 日・ 日・ 日
月 日・ 日

生活習慣病予防の健診もがん検診も、以前は、町民の
皆さんが加入している医療保険を問わず町が実施してい
ました。
しかし、平成 年度の医療制度改革に伴って、増え続

ける生活習慣病については、各医療保険者（国民健康保
険・健康保険組合・共済等々）が、それぞれ加入者を対
象とした健診を実施するという制度に変わりました。
町が実施する特定健診は、国民健康保険加入者を対象
とした生活習慣病予防のための健診です。また、 歳以
上の方については、後期高齢者健診を行います。
町で行う特定健診とがん検診について、下の表にまと
めてみました。

平成 年度実施予定日

月 日 日・ 日・ 日
月 日・ 日

申込受付の健（検）診の開催日や会場・健（検）診内
容・料金・申し込み方法等は、チラシ兼申込書を配布し
ますのでご参照ください。

注 国民健康保険以外の医療保険に加入されている家族の
方が特定健診を受ける場合は、町の集団健診を利用でき
る場合が多いので、早めに加入している保険者または、
事業所にお問合わせください（保険者が発行する 受診
券 が必要です）。

健（検）診名 検査項目 対象者

特 定 健 診
（ 歳 歳）

問診、診察、血圧
身体計測（腹囲含
む）、尿、血液（脂
質・ 血 糖・ 肝 機
能）医師の判断で
心電図・眼底等

国民健康保険加入者

国民健康
保険以外
の医療保
険加入者

本人は受
けられま
せん

家 族
注

後期高齢者
健 診
（ 歳 ）

問診、診察、血圧
身体計測（腹囲含
む）、尿、血液（脂
質・ 血 糖・ 肝 機
能）

歳 以 上 の 方
（後期高齢者医療）

が ん 検 診
（ 歳 、子
宮がん検診
は 歳 ）

胃がん・肺がん
乳がん・子宮が
ん・大腸がん

大崎上島町民の方
加入している医療
保険による区別は
ありません。

健（検）診名 検査項目 対象者

特 定 健 診
（ 歳 歳）

本人は受
けられま
せん

後期高齢者
健 診
（ 歳 ）

が ん 検 診
（ 歳 、子
宮がん検診
は 歳 ）



竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

消費生活
相談窓口
消費生活
相談窓口

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

新入学児童 園児を交通事故から守ろう
“日本一安全・安心な大崎上島町”の実現

ライターの取扱いにご注意ください！ライターの取扱いにご注意ください！

使い捨てライターや多目的ライター（点火棒）に
ついては、平成 年 月 日以降、子どもが簡単に
操作できない チャイルドレジスタンス機能 が施
されていない旧式製品の販売が禁止されました。し
かし、今年 月に東京都で発生した火災事故（ 名
の幼児が死亡）の現場で、 チャイルドレジスタン
ス機能 が施されていない旧式ライターが見つかっ
たという報道がありました。現時点でこの火災の原
因は不明ですが、消費者庁では、ライターによる火
災事故防止のために、消費者の皆さんに注意を呼び
かけています。
ライターの火遊びによる火災を防ぐには周囲の大

人の注意が欠かせません
子どもの手の届かないところにおきましょう
子どもに触らせず、遊びの危険性を教えましょう
不要なライターはきちんと捨てましょう
子どもが簡単に使えない 対応
ライターを使いましょう

不要なライターはガス抜きをして正しく捨てま
しょう！
周囲に火の気のないことを確認する。
操作レバーを押し下げる。
着火した場合はすぐに吹き
消す。
輪ゴムや粘着力の強いテー
プで押し下げたままレバー
を固定する。
シュー という音が聞こ
えれば、ガスが噴出してい
る。（聞こえない場合は炎
調整レバーをプラス方向に
いっぱいに動かす）。
この状態のまま付近に火の気の無い、風通しのよ
い屋外に半日から 日置く。
念のため着火操作をして、火がつかなければ、ガ
ス抜きは完了です。

参考 日本喫煙具協会
参考 消費者庁報道発表資料

春の全国交通安全運動の実施について
重点目標
子どもと高齢者の交通事故防止
自転車の安全利用の推進
全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
飲酒運転の根絶

運動期間
平成 年 月 日 から 日 までの 日間

還付金詐欺にご注意！
県内で、 役場 社会保険事務所 等を名乗

り、お金を騙し取る還付金詐欺が連続発生して
います。
被害に遭わないように次のことに気をつけま
しょう。
還付金を で返還することはありません。
携帯電話 を持って へと言われ

たら還付金詐欺です。
相手の言った電話番号をうのみにせず、電話
帳などで電話番号を確認し、関係機関に問い
合わせましょう。

交通ルールとマナー守り、交通ルールとマナー守り、
交通事故に遭わないようにしましょう。交通事故に遭わないようにしましょう。



犬
・
ね
こ
に
不
妊
去
勢
手
術
を

平
成

年
度
に
広
島
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
、
犬
・
ね
こ
の
う
ち
割

合
は
約
半
数
が
子
犬
・
子
ね
こ
で
す
。
こ
の

数
は
飼
い
主
が
適
切
に
繁
殖
制
限
を
実
施
す

る
こ
と
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
に
よ

り
ス
ト
レ
ス
や
病
気
リ
ス
ク
の
軽
減
等
の
利

点
も
あ
り
ま
す
。

問
広
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県
動
物
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護
セ
ン
タ
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大
崎
上
島
町
保
健
衛
生
課

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

公
費
負
担
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
の
公
費
負
担
の
期
間
が
平
成

年

月

日
ま
で
と
、
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
は
次
の
方
で
す
。

子
宮
頸
が
ん

中
学

年
生
（
年
度
内
に

歳
に
な
る
子
）
高
校

年
生（
年

度
内
に

歳
に
な
る
子
）
の
女
子

平
成

年
度
中
に

回
で
も
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
こ
と
の
あ
る
高
校

年
生（
年

度
内
に

歳
に
な
る
子
）
の
女
子

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

生
後

か
月
児

歳
の
子

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

生
後

か
月
児

歳
の
子

問

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種
券

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
本
庁
住
民
課
・
大
崎

支
所
窓
口
係
・
木
江
支
所
保
健
衛
生
課
ま
で
、

印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
し
ま
す

が
、
対
象
で
あ
る
の
に
案
内
が
届
か
な
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
に
つ
い
て

国
で
は
、
国
内
か
ら
麻
し
ん
（
は
し
か
）

を
排
除
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
方
で

す
。

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

生
後

か
月
以
上

か
月
未
満
の
子

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

第

期
・
第

期
の
対
象
者
に
は
予
防
接

種
券
と
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
で
あ
る
の
に
予
防
接
種
券
が
届
か
な

い
場
合
や
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

生
後

か
月
以
上

か
月
未
満
の
子

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

麻
し
ん
風
し
ん

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

問

大
崎
上
島
町
の
食
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

食
事
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
欠
食
、
若
年

層
の
朝
食
欠
食
率
が
高
い
状
況
と
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
や
量
を
考
え
た
食
事
を
し
て
い
る

人
が
少
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

若
い
世
代
、
子
育
て
世
代
へ
の
食
育
に
関

す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
食
育
の
充
実
を
図

る
よ
う
な
取
り
組
が
必
要
で
す
。

基
本
的
な
方
針

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
食

に
つ
い
て

考
え
、
健
康
に
配
慮
し
た
食
事
を
選
択
す

る
力

や

食
べ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
と
心
豊
か
な
食
生
活
を
営
む
力

を
育
む

こ
と
に
よ
り
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
安
全
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
、
農
業
関
係
者
、

食
品
関
連
業
者
、
地
域
の
組
織
、
行
政
等
の

協
働
・
連
携
に
よ
り

み
ん
な
で
食
育

つ

な
が
る
元
気
島
お
お
さ
き

を
合
言
葉
に
、

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

食
育
推
進
の
目
標

次
の

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

朝
食
の
欠
食
を
な
く
し
、
生
活
リ
ズ

ム
の
向
上
を
図
る

家
族
が
そ
ろ
っ
た
食
卓
で
、
家
族
の

交
流
を
図
り
、
食
に
関
す
る
マ
ナ
ー

や
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
望
ま
し
い

食
習
慣
や
食
環
境
の
知
識
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
の
実
践
に
取
り
組
む

食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る

食
文
化
の
継
承
、
地
産
地
消
に
取
り

組
む

食
育
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
を
発
表

し
ま
す

月

日
・

日
の
す
み
れ
祭
り
期
間
中

に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

い
た
だ
い
た

作
品
の
中
か
ら
、

町
内
在
住
の
道
林
海

斗
さ
ん
の
愛
称
に
決

ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン

を
提
供
し
て
く
れ
た
、

広
島
市
在
住
の
岩
本

崇
子
さ
ん
に
は
、
こ

の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
保
健
衛
生
課

朝
食
の
欠
食
を
な
く
し
、
生
活
リ
ズ

ム
の
向
上
を
図
る

家
族
が
そ
ろ
っ
た
食
卓
で
、
家
族
の

交
流
を
図
り
、
食
に
関
す
る
マ
ナ
ー

や
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
望
ま
し
い

食
習
慣
や
食
環
境
の
知
識
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
の
実
践
に
取
り
組
む

食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る

食
文
化
の
継
承
、
地
産
地
消
に
取
り

組
む

問

大
崎
上
島
町
食
育
推
進
計
画
を
制
定
し
ま
し
た 交交通通ルルーールルととママナナーー守守りり、、

交交通通事事故故にに遭遭わわなないいよよううににししままししょょうう。。

食育とは・・・・
生きる上での基本であり、

さまざまな経験を通して
食 に関する知識や 食
を選択する力を身につけ、
健全な食生活を実践する事
ができる人間を育てること
です。

ぺろりん ぱっくん



県
下
一
斉
法
律
相
談
会

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）

は
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
を
利
用
し
た
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
会
は
予
約
制
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

日

時

月

日

時

時

場

所

大
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

定

員

名（
先
着
順
・
完
全
予
約
制
）

相
談
時
間

人

分

予
約
先

法
テ
ラ
ス
広
島

平
日

時

時
ま
で

収
入
な
ど
が
一
定
額
以
下
の
方
が
対
象
で

す
。
相
談
内
容
は
民
事
、家
事
で
刑
事
事
件
に

関
す
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
法
テ
ラ
ス
広
島
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額

円
で
す
。

国
民
年
金
の
第

号
被
保
険
者
制
度

と
第

号
不
整
合
問
題
に
つ
い
て

第

号
不
整
合
記
録
の
是
正
を
進
め
る
た

め
の
法
律
案
が
、

月

日
に
国
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
日
本
年

金
機
構
で
は
、
第

号
不
整
合
記
録
を
有
す

る
人
の
記
録
を
訂
正
し
、
年
金
受
給
権
の
確

保
に
向
け
た
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
過
去

年
以
内
に
第

が
、
こ
の
届
出
が
も
れ
て
い
た
た
め
、
実
際

に
は
第

号
被
保
険
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
第

号
被
保
険
者
期
間
と
し
て
年
金

記
録
が
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
第

号
被
保
険
者
記
録
の
不
整
合
期
間
）。

こ
の
よ
う
な
届
出
も
れ
の
記
録
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
請
求
す
る

際
に
過
去
に
遡
っ
て
本
来
の
第

号
被
保
険

者
期
間
に
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

保
険
料
未
納
と
な
っ
て
年
金
額
が
減
額
と

な
っ
た
り
、
年
金
受
給
資
格
期
間
が
な
く
な

り
無
年
金
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
本

年
金
機
構
で
は
、
不
整
合
期
間
を
有
す
る
人

を
対
象
に
、
不
整
合
期
間
を
本
来
の
第

号

被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
、
変
更
後
の
年
金

記
録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

第

号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
た
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
っ
た

期
間
（
過
去

年
以
内
）
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
記
録
の
中
に
不
整
合
期
間
が

見
つ
か
り
、
過
去

年
よ
り
前
に
遡
っ
て
第

号
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い
た
場
合
は
、

第

号
被
保
険
者
該
当
届
（
年
金
確
保
支

援
法
用
）
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
三
原
年

金
事
務
所

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
崎
発
電
所
構
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

ご
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
、
発
電
所
構
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
つ
い
て
、
酸
素
吹
き
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発

電
実
証
試
験
発
電
所
の
資
材
置
き
場
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、

月
よ
り
利
用
を
停
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
中
国
電
力

大
崎
発
電
所
総
務
課

問

号
不
整
合
記
録
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
人
に
つ
い
て
、
記
録
訂
正
に
必
要
な
届
出

の
勧
奨
を
行
い
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第

号
被
保
険
者
の
届
出
義
務

第

号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
お
よ
び

第

号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
届
出
が
必
要
で
す
。

号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
の
届
出

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
な
ど
の
第

号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
配

偶
者
は
、
国
民
年
金
の
第

号
被
保
険
者
と

な
り
、
必
ず
該
当
す
る
旨
の
届
出
を
配
偶
者

の
勤
務
す
る
会
社
（
事
業
主
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
配
偶
者
で
あ
る
第

号
被
保
険
者
が
、

歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

第

号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
の

届
出第

号
被
保
険
者
の
年
収
が
増
加
し
て

万
円
以
上
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合

や
、
配
偶
者
で
あ
る
第

号
被
保
険
者
が
退

職
な
ど
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
保
険
等
の
加
入

者
で
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
よ
り
、
配
偶

者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、
第

号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
必
ず
住
所
地
の
市
区
町
村
に
種
別
変

更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第

号
不
整
合
記
録
へ
の
対
応

第

号
被
保
険
者
が
第

号
被
保
険
者
と

な
っ
た
場
合
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

ふれあいの館から
「こどもの日」のお知らせ

ふれあいの館では、 月 日の こ
どもの日 にちなみ、 月 日
月 日 まで小学生以下のこどもの入
浴料は無料とします。料金は、次のと
おりです。

（注）月曜日は休館日です。
皆様のご利用をお待ちしております。

問住民課大崎窓口係問

利用区分 料 金

一般休憩
入浴料含む

大 人 円
小学生 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円

大広間（ 畳）
時間まで 円
時間以上は
時間ごとに 円

広間（ 畳）
時間まで 円
時間以上は
時間ごとに 円

カラオケ器機 曲 円

利用区分 料 金

一般休憩
入浴料含む

大 人 円
小学生 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円

大広間（ 畳）
時間まで 円
時間以上は
時間ごとに 円

広間（ 畳）
時間まで 円
時間以上は
時間ごとに 円

カラオケ器機 曲 円



浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

浄
化
槽
が
適
正
に
設
置
し
使
用
さ
れ
、
ま

た
、
保
守
点
検
・
清
掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ

て
、
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
、
汚
水
が
十

分
浄
化
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の

法
定
検
査
が
必
要
で
す
。

法
定
検
査
に
は
次
の
二
種
類

の
検
査

を
い
い
、
浄
化
槽
法
に
よ
り

全
て
の
浄
化

槽
が
受
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
開
始
後

ヶ
月
の
間
の
水

質
検
査
﹇

条
検
査
﹈

そ
の
後
、
毎
年

回
行
う
定
期
検
査

﹇

条
検
査
﹈

平
成

年
度
の
大
崎
上
島
町
の

法

定
検
査

は
県
知
事
が
指
定
し
た
次
の

検
査
機
関
が
実
施
し
ま
す
。

指
定
検
査
機
関

公
益
社
団
法
人

広
島
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

保
守
点
検
又
は
清
掃
を
実
施
し
た
際
に
受

け
取
っ
た
記
録
票
は
、

年
間
保
存
し
て
く

だ
さ
い
。

法
定
検
査
で
は
、
保
守
点
検
記
録
票
・
清

掃
記
録
票
の
保
存
状
況
と
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

今
年
度
の
手
数
料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

単
独
処
理
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽

現
金
又
は
振
込
方
式

（
有
料
）

問
上
下
水
道
課

平
成

年
度
の
大
崎
上
島
町
の

法

定
検
査

は
県
知
事
が
指
定
し
た
次
の

検
査
機
関
が
実
施
し
ま
す
。

指
定
検
査
機
関

公
益
社
団
法
人

広
島
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

今
年
度
の
手
数
料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

単
独
処
理
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽

現
金
又
は
振
込
方
式

（
有
料
）

問

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

昨
年

月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今
年

月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る

市
町
村
の
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課

広
島
県
農
林
水
産
局
農
林
課

。

聴
覚
障
が
い
者
等
の
緊
急
（

番
）
通
報
に
つ
い
て

東
広
島
消
防
局
で
は
、
聴
覚
障
が
い
者
等

の
方
の
た
め
に
、
電
子
メ
ー
ル
・

で

の

番
通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
予
め
消
防
局
、
消

防
署
、
分
署
に
あ
る
申
込

書
で
の
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
東
広
島
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て

い
ま
す
。

問
東
広
島
消
防
局
指
令
課

問問

神
峰
山
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
共
同
事
業

山
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
み
ん
な
で

か
ん
の
み
ね

に
登
り
ま
せ
ん
か
。（
距

離

往
復
約

）

日

時

月

日（
日
）

時
受
付

時
ス
タ
ー
ト（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
前

対

象

山
頂
ま
で
登
れ
る
体
力
の
あ

る
方
・
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

携
行
品

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、

雨
具
（
必
要
に
応
じ
て
）
な
ど

参
加
費

円
（
弁
当
持
参
）

申
込
期
限

月

日（
金
）

定

員

人

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

問
・
申
大
崎
上
島
町
観
光
協
会

（
産
業
観
光
課
商
工
観
光
係
）

メ
ー
ル

業
務
用
の
は
か
り
は
定
期
検
査
を
！

商
店
、
工
場
、
学
校
、
保
育
所
、
病
院
、

薬
局
等
で

は
か
り

を
取
引
ま
た
は
証
明

に
使
用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
定
期
検
査
を
受
け
な
い
で
、

業
務
用
に
使
用
す
る
と
、
計
量
法
違
反
と
し

て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

県
に
登
録
し
て
い
る
計
量
士
に
よ
る
検
査
を

受
け
、
そ
の
旨
を
県
に
届
け
出
た

は
か
り

に
つ
い
て
は
、
こ
の
検
査
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
新
規
で
受
検
さ
れ
る
方
は
、
事
前

日

時

月

日（
日
）

時
受
付

時
ス
タ
ー
ト（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
前

対

象

山
頂
ま
で
登
れ
る
体
力
の
あ

る
方
・
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

携
行
品

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、

雨
具
（
必
要
に
応
じ
て
）
な
ど

参
加
費

円
（
弁
当
持
参
）

申
込
期
限

月

日（
金
）

定

員

人

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

問
・
申

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
は
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

月

日（
月
）

役
場
本
庁

時

時

月

日（
火
）

広
島
ゆ
た
か
農
協
上
島
選
果
場

時

時

月

日（
水
）

広
島
ゆ
た
か
農
協
木
江
支
所

時

時

分

な
お
、
家
庭
用
の

は
か
り

は
業
務
用

に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
広
島
県
商
工
労
働
部

産
業
政
策
課

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
事
業
の
補

助
金
が
変
わ
り
ま
す

（

反
）以
上
の
耕
作
を
営
む
生
産
販

売
農
家
が
、
イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
を
設
置
し
た

場
合
、
資
材
費
の
半
額（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、

年
度
で

農
家

回
、
補
助

金
の
上
限
は
、

万

千
円
に
な
り
ま
す
。

申
請
に
は
、

印
鑑

領
収
書
（
資
材

の
内
訳
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
）

振
込

の
通
帳
が
必
要
で
す
。

産
業
観
光
課
及
び
、
各
支
所
窓
口
係
で
申

請
出
来
ま
す
。

注

月
以
降
に
購
入
さ
れ
た
資
材
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
領
収
書
の
日
付
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課

月

日（
月
）

役
場
本
庁

時

時

月

日（
火
）

広
島
ゆ
た
か
農
協
上
島
選
果
場

時

時

月

日（
水
）

広
島
ゆ
た
か
農
協
木
江
支
所

時

時

分

問問



り
ん
く
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

広
島
空
港
周
辺
の

市
町
で
構
成
す
る
広

島
臨
空
広
域
都
市
圏
振
興
協
議
会
（

）
で

は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら

市

町
を
訪
れ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期

間

平
成

年

月

日
ま
で

市
町
で

コ
ー
ス
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
、

コ
ー
ス
に

か
所
ず

つ
、
ス
タ
ン
プ
を
置
い
て
い
ま
す
。
異
な
る

コ
ー
ス
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
申
込
み
を
し

た
人
の
う
ち
、
抽
選
で
圏
内
の
特
産
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ

プ
は
各
市
町
の
窓
口
又
は
広
島
臨
空
広
域
都

市
圏
振
興
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
し
て
く
だ
さ
い
。

問
広
島
臨
空
広
域
都
市
圏
振
興
協
議
会

東
広
島
市
企
画
振
興
部
企
画
課
企
画
調
整
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
島
臨
空
広
域
都
市
圏
振
興
協
議
会
と
は

広
島
空
港
を
と
り
ま
く

市

町
で
構

成
し
、
圏
域
が
相
互
に
密
接
に
連
携
し
、

全
体
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
様
々
な
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

問

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変

わ
り
ま
す

平
成

年

月
か
ら
左
の
表
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

月
か
ら
翌
年

月
ま
で
を

年
間

と
し
て
年
間
保
険
料
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

年
間
保
険
料
の
限
度
額
は
、
平
成

年
度
か
ら

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

総
所
得
金
額
等
と
は
、
公
的
年
金

収
入

公
的
年
金
控
除
、
給
与
収
入

給
与
所
得
控
除
、
事
業
収
入

必

要
経
費

等
で
、
社
会
保
険
料
控
除
等

の
各
種
所
得
控
除
前
の
金
額
で
す
。
ま

た
、
退
職
所
得
以
外
の
分
離
課
税
の
所

得
金
額
（
土
地
・
建
物
や
株
式
等
の
譲

渡
所
得
な
ど
で
特
別
控
除
後
の
額
）
も

総
所
得
金
額
等
に
含
ま
れ
ま
す
。

所
得
の
低
い
世
帯
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
に
つ
い
て

所
得
の
少
な
い
方
や
健
保
組
合
等
（
国
保

及
び
国
保
組
合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
軽
減
措

置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
に
関
す
る
通
知
書
に
つ
い
て

平
成

年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は

月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険

料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
、
年
金
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

月
か
ら

月
分
に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
（
納
付
書

又
は
口
座
振
替
）
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

保
険
料
に
関
す
る
通
知
書
が
届
い
た
場
合

は
、
計
算
結
果
や
納
付
方
法
等
に
つ
い
て
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

業
務
課
賦
課
収
納
係

役
場
税
務
課

問

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
紹
介
し
ま
す
。

広
島
市
安
芸
区

越
智

大
作

様

（

万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

私
は
、

年
前
広
島
県
警
察

警
察
官
と

し
て

郷
土
の
守
り

を
志
し
、
大
崎
上
島

を
出
発
す
る
際
に
、望
月
公
園（
現
大
崎
公
園
）

で
人
情
大
臣
と
言
わ
れ
た
望
月
圭
介
翁
の
銅

像
を
前
に
そ
の
成
就
を
誓
っ
た
こ
と
を
鮮
明

に
思
い
出
し
ま
す
。
平
成

年

月
退
職
し
、

現
在
旧
東
野
町
に
お
い
て

有
情
館

を
拠

点
に
体
験
農
園
を
管
理
し
て
、
島
内
外
関
係

者
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
崎
上
島
の
活
性
化
に
貢
献

し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

広
島
市
安
佐
南
区

藤
本

一
郎

様

（

万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

京
都
市
下
京
区

森
末

正
也

様

現
在
大
崎
上
島
町
に

タ
ー
ン

笹
岡

弘
虎

様

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
崎
上
島
町
に
赴
任
さ

れ
た
ご
縁
で
、
定
期
的
に
ご
寄
附
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
公
表
を
控
え

て
お
ら
れ
る
方
も
含
め
、
ふ
る
さ
と
へ
の
応

援
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
税
務
課
で
承
り
ま
す
。
ま
た
、
大
崎
上

島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
附
申
込
み
の
案
内
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

問

平成 年 月からの変更内容について

平成 ・ 年度
（旧）

平成 ・ 年度
（新）

均
等
割
額

円 円

所
得
割
率

％ ％

平成 ・ 年度
（新）

均
等
割
額

円

所
得
割
率

％





編
集
後
記

新
た
な
年
度
も
始
ま
り
、
進
学
、

就
職
等
で
、
家
族
の
生
活
環
境
も

変
わ
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

世
の
中
の
移
り
変
わ
り
は
速
い

も
の
、

三
日
見
ぬ
間
の
桜

の

こ
と
わ
ざ
の
ご
と
く
、
物
事
は
す

ぐ
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
崎
上
島
町
役
場
で
も
、
人
事

異
動
が
有
り
、
新
た
な
顔
ぶ
れ
で

の
仕
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

中
、
私
は
見
か
け
な
く
な
る
一
人

で
あ
り
ま
す
が
、

年
間
こ
の
仕

事
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
方
に
知
り
合
い
ふ
れ
あ
う
事
で
、

色
々
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

発行日 年 月 日
発行・編集 大崎上島町企画振興課
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アドレス

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

鶯
う
ぐ
い
す

の
初
音
に
止
ま
る
茶ち

ゃ

筅せ
ん

か
な

山
本

輝
明

如
月
の
里
山
靄も

や

の
立
ち
昇
る

河
下
キ
ク
ヱ

穴
出
で
て
蛇へ

び

に
長
さ
の
も
ど
り
け
り

山
本

一
子

南
風
俳
句
会

天て
ん

麩ぷ

羅ら

の
蓬

よ
も
ぎ

か
ら
り
と
香
を
放
つ

山
本

輝
明

手
づ
く
り
の
雛

ひ
い
な

の
並
ぶ
保
育
室

芝
山

吉
宣

畳た
た

な
は
る
島
に
た
な
び
く
薄
が
す
み

戀
田

和
夫

木
江
神
潮
俳
句
会

格
子
戸
の
商
家
の
土
居
や
享
保
雛

藤
原

幸
子

白
木
蓮
一
気
に
光
放
ち
け
り

山
本

京
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

音
も
な
く
散
り
ゆ
く
庭
の
冬
紅
葉

宮
城

靖
子

ふ
ら
こ
こ
に
子
供
二
人
の
影
長
し

高
橋
の
り
子

浦
風
に
小こ

手で

毬ま
り

の
花
凛り

ん

と
し
て

峠

智
恵
子

大
崎
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

寒
の
餅
背
負
ひ
し
孫
の
得
意
顔

上
利

雅
子

白
梅
や
母
の
匂
ひ
の
懐
か
し
く

倉
谷

守
子

白
梅
の
ほ
の
か
に
匂
ふ
星
の
宵よ

い

神
本

文
江

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

姪め
い

っ
子
に
水
菜
も
ら
つ
て
夫つ

ま

偲し
の

ぶ

中
坂
サ
チ
エ

ふ
く
ら
ん
で
日ひ

向な
た

求
め
る
寒
雀

す
ず
め

今
田

魁
三

霜し
も

焼や
け

が
痒か

ゆ

く
て
時
期
を
待
つ
ば
か
り

加
島

雪
枝

東
野
公
民
館
俳
句
会

年
の
豆
信
者
に
配
る
小
半
日

河
下
キ
ク
ヱ

梅
の
花
古
希

こ

き

過
ぐ
夫
と
祝

い
わ
い

膳ぜ
ん

杉
本

泰
子

風
の
音
寒
の
戻
り
を
告
ぐ
る
か
に

山
本

一
子

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
、
各
支
所
窓
口
係
。

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）
・
保
護
者
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、

月

日

。

＠

問
企
画
振
興
課

問

吉岡
よしおか

陽香
はるか

ちゃん（向山区）吉岡
よしおか

陽香
はるか

ちゃん（向山区）沖原
おきはら

渉太
しょうた

ちゃん（原下区）沖原
おきはら

渉太
しょうた

ちゃん（原下区） 木倉
きくら

令雄
れ お

ちゃん（木越区）木倉
きくら

令雄
れ お

ちゃん（木越区）

平平成成
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